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まず第 1 章では、 1985 年以降急増する現代日本人の海外留学生の外的な特徴を把握した。その結果、現代日本人









年女子のアイデンティティの特性を捉えることを目的に、 4年制女子大学に在籍する 4年生 324 名に対して実施した
質問紙調査の結果報告ならびにその分析を行なった。質問紙の内容を作成する際、マーシャ (Marcia 1966) の「ア
イデンティティ・ステイタス地位面接法」を参照した。これは、心理・社会的基準を「自己決定の機会(危機) J と
「積極的関与」の 2 軸により具体的にアイデンティティを測定するという考え方である。但し、マーシャ (Marcia








では、大学あるいはそれ以降に留学を経験した日本人女性 8名と男性 7名の合計 15 名を対象に、異文化間的視点か
ら、このようなアイデンティティ特性を持つ日本人が、異文化に接触した時にそのアイデンティティをどのように変
容させるのかについて調査を行なった。特に、国内外で受けた教育の経験や母子関係を中心としたライフヒストリー
を辿りながら検討した。その際、主に 2 つの方法論を取り入れた。それは、第 4 章の調査で採用したマーシャ (Marcia
1966) の「アイデンティティ・ステイタス地位面接法」と、異文化接触における心理的変容を測定するペリー (Berry
1992) の「異文化適応アカルチュレーション態度尺度」である。アイデンティティの領域には第 4 章の調査で設定し
た「職業観J と「母子関係J の領域の他に、 「異文化接触」の領域を加えた。データ収集の方法としては、異文化接
触と自己の構造の中核としてのアイデンティティとの関連性を捉えるためには面接法が最適であるというマーシャ
(Marcia 1966) の判断、および個人の語りの中に個人のアイデンティティの形成過程を捉えることができるという








































自身の欲求、例えば「自己実現・自己拡大J 、 「自己探求J 、 「親殺しの通過儀礼・自己解放」、 「存在価値の確認・



















査し、その目立った特徴が、 10 代から 20 代の女性による、アメリカ西海岸を中心とした英語圏への留学にあること
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を浮き彫りにしている。この実態を受けて、最初の調査では、現役女子大生を対象にアンケート調査を行い、そのデ
ータを統計的手法も用いて分析した結果、これらの女子大生の多くが、母子関係に強く影響された「受動的アイデン
ティテイ j の特性を持つことを明らかにする。次の調査では、日本人に特徴的なこのようなアイデンティティが異文
化接触時にどのように変容されるかという点を、大学入学以降の留学体験者へのインタヴュー調査から分析し、それ
が多くの場合「同化J í離脱化J í境界化」を経て「統合」にいたっていることを、徴密かっ説得的に解き明かしてい
る。最後の調査では、文部科学省の定める教育方針・内容に直接影響される高校生の留学体験者に対してインタヴュ
ー調査を行い、現在の日本の教育現場には、これらの留学体験を活かして行く態勢が必ずしも整っていない点を指摘
している。
本論文は、研究対象としてほとんど手っかずの状態にあった青年期における留学としづ現象を、以上のように多角
的・総合的に分析したパイオニア的な研究といえる。ただし、本論文にも問題点がないわけではない。例えば、本論
文が当初目論んでいた青年女性と男性との比較は、結果的に十分に展開されないままに終わっている。また、日本人
の留学に関する歴史的な考察や、社会文化的アイデンティティに関する考察にもやや掘り下げの浅い部分がみられる。
しかしこれらの不足は、本論文の先駆的な意義を決して損なうものではなく、総合的な評価としては、言語文化学博
士論文として十分に価値あるものと認められる。
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